
 

 

 

 

 

 進路通信第 11 号では、「進路希望状況」についてお知らせいたします。 

 

■ 進路希望状況 

11月末に「令和８年３月中学校及び特別支援学校中学部等卒業予定者の進路希望状況」が公表され

ました。 

京都府教育委員会高校改革推進室・高校教育課のＷｅｂページ掲載資料より

 

ＵＲＬ 二次元コード 

https://www.kyoto-

be.ne.jp/koukyou/cms/?p=7836 

 

■ 注意点 

 公表された進路希望状況をみて、気をつける点について２点確認します。 

 

 ① 募集定員と志望者数 

  近隣の高等学校である「向陽高等学校」の状況を確認すると、「普通科の募集定員：200 名」のと

ころ「志望者数：197 名」となっています。この人数をみると、募集定員以内であるため、「受検し

たら全員が合格できる！」と考える人が多いのではないかと思います。 

  ここで、次の表に各段階における合格者数を算出してみました。 

 

  ■向陽高等学校「普通科」の募集定員は「200 名」 

選抜・ステップ 募集割合 募集定員 備考 

前期選抜 30％ 
60 名 

（200 名✕30％） 
－ 

中期選抜・ 

ステップ１ 

前期選抜の定員を 

除いた定員の 90％ 

126 名 

（140 名✕90％） 

第１志望第１順位の者で合否を

判定 

中期選抜・ 

ステップ２ 
10％ 14 名 

第１志望第１順位で合格範囲外

となった者と第１志望第２順位

に向陽高等学校を希望する者と

で合否を判定 

 

  ここで注目すべき人数は、第１志望としている者の合格者数です。この人数は、前期選抜の「60

名」と中期選抜のステップ１の「126 名」を合わせた「186名」となります。 

  したがって、現段階の向陽高等学校の「募集定員：200 名」に対し、「志望者数：197 名」である

が、「第１志望としている者の合格者数：186 名」となるため、「志望者数のうち 11 名」が合格で

きるかどうかは、「第１志望第２順位」で向陽高等学校を希望している者の人数や点数に左右され

ることになります。 

  そのため、人数だけを見て判断するのではなく、「募集割合」にも注目してください。 

 

 ② 三者懇談に向けて 

  進路希望状況の人数等の数値は、11 月 10 日時点のデータを集計されたものです。この一覧表を

みて、進路を変更するかどうか迷う人がいるかもしれません。 

  「志望者数が少ないからチャンス！」ではなく、その高校で「何をしたいのか」「どんな３年間

にしたいのか」など、１年間進路について考えてきた「自分の思い」を大切に判断してください。 

 

 

 

向日市立西ノ岡中学校 第３学年 進路通信 第 11 号 

令和７年 12 月４日（木） 進路指導担当：蔭山 拓人 

向き、不向きよりも、前向きに！ 

12 月１日（月）の進路写真では、みなさんルールを守り、速やかに撮影することができまし

た。面接練習や願書作成等についても、進路実現に向け、真摯に向き合っていきましょう！ 


